
発行/和泉市立総合医療センター 地域連携センター（毎月1回発行）
電話/直通 0725-41-3150 代表 0725-41-1331
FAX/直通 0725-41-2513

令和5年1月 No.184

和泉市立総合医療センター 総長

小児科 村上 城子（むらかみ せいこ）
〈資格〉
日本小児科学会専門医 同指導責任医
日本感染症学会ICD認定医 / 子どものこころ相談医
PALSプロバイダー / 大阪公立大学医学部臨床教授
大阪小児科学会監事 / 大阪小児科医会副会長
和泉市医師会理事 / 日本医療経営学会評議員
医療経営士２級

和泉市立総合医療センター 名誉総長

腫瘍内科 福岡 正博（ふくおか まさひろ）
〈資格〉
医学博士 / 近畿大学名誉教授
日本内科学会認定内科医
日本臨床腫瘍学会暫定指導医
日本呼吸器学会指導医・専門医
日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医・指導医

令和５年の年頭にあたり謹んでご挨拶申し上げます。新型コロナ感染症蔓延も3年にわた

り、皆様には大変ご苦労されていることとお察しいたします。和泉市立総合医療センターも

総合内科、呼吸器内科を中心に病院をあげて感染患者の対応に取り組んでまいりました。

一方で新型コロナ以外の患者さんに関しては大きな影響はなく、例えば、悪性腫瘍の手術

件数は、2019年684件、2020年731件、2021年822件と順調に増加しています。がん

以外の患者さんも同様であり、皆様のご支援に感謝申し上げます。一昨年の地域がん診療

連携拠点病院（国指定）、がんゲノム医療連携病院に続き、昨年は地域医療支援病院の指

定を受けました。地域医療支援病院の主な機能として「紹介患者に対する医療の提供（逆

紹介も含む）、 医療機器の共同利用、救急医療の提供、地域の医療従事者への研修」が

挙げられており、地域医療機関との連携が活発に行われていることが認められたと思ってい

ます。本年の4月には、総合医療センターとなって５年を経過しますが、さらなる発展を目指し

て努力する所存でございます。一層のご支援をお願い申し上げます。

名誉総長 福岡 正博

地域連携センターだより

新年のごあいさつ

明けましておめでとうございます。新型コロナは四年目に突入となりました。この三年間の

行政との患者情報共有の混乱を見るにつけ、日本の医療DXは遅れているという印象を強

く持ちました。その反動でしょうか、オンライン資格確認システムや電子処方箋の導入、さら

に来年度には健康保険証廃止とデジタル化の波が一気に押し寄せてきています。

医療と介護の連携も2042年の高齢化のピークに向けてさらに重要性が増してきていま

す。post-acute機能、sub-acute機能、在宅復帰支援など病院・診療所と介護との連携

を必要とする地域包括ケアシステムはさらに密接で強い連携が必要になるでしょう。地域

全体として多職種連携のチーム医療が効率よく行えるようにデジタル化での工夫を期待し

たいところです。

各施設が医療機能を明確にしつつ有機的に連携して、少子高齢化社会、人口減少時代

を乗り越えていく必要があります。今後ともこの地域の医療を皆さまと共に守っていく覚悟

でございます。本年もどうぞよろしくお願い致します。

総長 村上城子



地域連携センター
予約受付時間

和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで
（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL:0725-41-3150（直通）

FAX:0725-41-2513 (直通）

1月の休診・代診について

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、
地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

令和4年度 第5回 和泉市立総合医療センター

クリニカルカンファレンスの開催

日 時：2023年1月26日（木）17：30～18：30

1．『 薬剤関連顎骨壊死 ～どう防ぐ？どう治す？～ 』

和泉市立総合医療センター 歯科口腔外科 三ツ井 諒

2．『 治療が奏効した悪性リンパ腫の一例』

和泉市立総合医療センター 血液内科 谷口 貴英

TOPIC

令和4年11月5日（土）、和泉市立総合医療センターの講堂に於いて、「和泉市立総合医療センター 地域医

療連携推進の会’22」を開催いたしました。お忙しい中ご参加くださいました皆様に心より御礼申し上げます。

当日は、総合診療科副院長兼 臨床教育センター長北 嘉昭より『初期医療センターの地域医療貢献』、呼

吸器センター長 兼 呼吸器内科部長 田中 秀典、呼吸器外科部長富沢 健二より『呼吸器センターの診療と

実績』、内科 山田クリニック 山田 孝雄 先生、肝胆膵内科副院長坂口 浩樹、他 診療に携わった医師より肝

がん症例報告（紹介から緩和ケアまで）について講演いたしました。

来場参加45名、オンライン参加31名、合わせて76名の地域の医療・

介護関係者の方にご参加いただきました。

この会をきっかけに、地域の皆様とより良い連携を目指し、患者様第一の

医療を提供するために精進していく所存でございます。

至らない点があるかとは思いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しく

お願い申し上げます。

和泉市立総合医療センター

地域医療連携推進の会’22 開催報告

参加方法については別紙ご参照ください。
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